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駅，B駅，C駅を出発する時刻を表し、0秒で A駅を出発し、B駅に 50 秒で到着し、
そして B駅を 100秒で発車し、C駅に到着する。同様に、到着時刻として、-1、50、
300という数をあえた場合、それぞれ，A駅，B駅，C駅を到着する時刻を表し、B駅
に 50 秒で到着し、そして C 駅を 300 秒で到着する。ただし、A 駅には最初から到着
しているので、-1という数を与えることとした。 
 
現在停車中の駅   ⇒  次の目的駅 








ットホームを表している。駅 B はプラットホームと線路がともに 2 つずつ存在し、1
つの路線内に 4か所の駅と 5か所のホームがある。この路線に A駅か D駅まで向かう
列車と、D駅から A駅まで向かう列車の 2本の列車の動きをシミュレーションする。
2本の列車の運行スケジュールを表１に示す。以上の状況をシミュレーションした結
果を図 3に示す。図 3を元に作成したシミュレーションについて説明する。 
エージェントとして、車両エージェントと点エージェントの 2種類を作成する。ま
ず点エージェントは線路や駅を表すためのエージェントで、5か所の駅と 2つの分岐
点の合計 7個を生成する（図 3）。ここで各点エージェントに割り振られた番号を ID
と呼ぶことにする。図 3より、IDが 1と 4は分岐を表し IDが 2と 3は同一の駅を表
A駅 B駅 C駅 
学生→教員→事務局 〔様式第４号の２〕 
 

















A駅 1番線発 100 D駅１番線発 50 
B駅１番線着 200 C駅 1番線着 120 
B駅１番線発 250 C駅 1番線発 180 
C駅１番線着 350 B駅 2番線着 190 
C駅１番線発 400 B駅 2番線発 200 
D駅１番線着 500 A駅 1番線着 400 
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点エージェントの ID 駅名 ホーム 
０ A １番線 
１ （分岐） - 
２ B １番線 
３ B ２番線 
４ （分岐） - 
５ C １番線 
６ D １番線 
 
４． おわりに 
  当初は、運行スケジュールに遅延や運休などの外的要因を与え、そこからどのよう
に後続列車及び路線全体が影響を受けるのかをシミュレーションするプログラムを
作成することを目標にしていた。本研究では、その目標にいたる準備として、あらか
じめ設計された鉄道の運行スケジュール通りに列車を動かすことができるシミュレ
ーションを作成した。今後も研究を進め、当初の目的の達成を目指す。 
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